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7917万円を追加国保会計、12月定例会

12議案を原案可決・同意

は産
都

と
れ
た
市
政
を
展
開

案議なもお
老人医療の無料化を実施いたします。こ

れによりますと、この費用を国が 3分の

2、県が 6分の l、市が 6分の lという

ようになリます。したがって、当市が現

在まで実施してまいりましたこの条例は、

廃止いたします。

19日

12月定例会審議日程

12月14日 本会議(議案上程・説明)

15日休会

全員協議会

休会

18日 本会議(一般質問)

委員会/教育民生・建設常任、

l委員会 / 

20日委員会 産業経済・総務常任、

委員会 / 

21日本会議(各委員長報告、採決)

16日

17日

補正額は7917万 l千円で、総額 4億1655

万 2千円です。この原凶は医療費の値上

リと、老人医療の無料化による診療件数

の増加によるものです。この財源は、国

よリ 4936万 7千円、繰越金で 442万 9千

円。残 1)は、いままで積立てました基金

2537万 5f円を充当しました 。

V市営土地改良事業の実施について(富

国・上庄)

高島~井の口までの農免道路の舗装を実

施するもので、延長 1416.6m幅員 5.5m 

のアス 7 アルト舗装をいたします。費用

の概算が 698刀円です。もう lつは、古

~森政 I也 ~fi 方まで農免道路、延長 2024 m 

幅員 5.5t11のアスフアルト舗装をいたし

ます。費用の概算が18281千円で、市負

担が 854万 7T円です。

V大野市老齢者医療費の助成に関する条

例を廃止する条例案

昭和48年 1月 1日より、聞の制度によリ

V昭和47年度大野市一般会計補正予算

今回の補正額は、 2億1329万 5T円を

追加し、 20億7311万円といたしました 。

補正の内訳をみますと、人件費 (特別会

計も含む) 4573万 5千円で、11.3%の増

加。民生費は身体障害者の医療費、生活

保護費等の単価増のため 741万 5千円。

衛生費は地下水量の保存量調査として県

への負担金 150万円。農林業費では、農

免道路の舗装(上庄地区2024m) 1871万

6千円。

上庄地区農村施設等営農団地の事業で、

郎農団地、養鶏団地、畜産の協業施設に

1 f意8940万 4千円。商工費では、五番の

高庖街路燈設置補助71万 7千円。小池の

観光自動車道路用地買収費 305万 6千円

土木費では、融雪補助 212万 8千円。教

育費は、開成中学校の調査設計費50万円

V昭和47年度大野市特別会計国民健康保

検事業補正予算
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一般質問者

高津 靖生
宮本 弘
北山作右ェ門
羽生 長
角本 守

明し た。そこで、市内の学校、公民館、

保育所な どについて、あらゆる条件を考

慮して避難階段、救命袋など万全の措置

をはかつていただきたし、。これについて

伺います。

答.現在まで学校をもやしたことは lil

もあ りません。わずかにボヤが 2件だけ

であります。 これは市民各位、 学校の先

生方が非常にご協力をいただいたお陰で

あります。防火体制lに関する予算も 、教

育委員会の方から要求があ りますので、

財政も好転するに従いま して、こうした

体制を強化していきたいと思います。 特

に学校につきましては、今後鉄筋化を促

進して人命尊重を大事にし、防火体制を

確立していきたいと考えます。

問.私の申 しているのは、こう した惨事

の起こる前に救命袋、避難階段などの予

算措置を講じてほしい ということであ り

ます。

答.防火-体制については①人の面の責任

体制の確立②防火施設、避難施設の確立

があります。②について万全でないとこ

ろは、 人の責任の面で同 じような体制lを

とっていただ くようお願い しているので

あります。①については学校の先生にお

集りを願って研究会を開き検討を してお

ります。ま た毎年行なっておりますが、

早々に北電と も協力いたしまして、学校

の査察をやってまいりたいと思います。

問.各学校から防火に対する要望事項が

あったら示してください。

答.要望がある 、ないにかかわらず、3

階建ての有終西小学校、下庄小学校、富

田小学校については救命袋を、木造校舎

については、避難階段を設置していただ

くよう理事者に要望しています。また避

難階段があり救命袋があるから管理は終

るのではな L、。防火体市11をじ ゅうぶんし

てほしいと管理者にお願L、し ております。

陽明中学校の新校合は、救命袋 もあ り抱

設は万全を期しております。

ワ
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福祉を充実しよ うとすれば、ある程度高

い負担にならざるを得ないというのが、

原則的な考え方であります。ただ、特別

会計が赤字になるから、一般財源からの

持ち出しをどのように調整していくか 、

ということもご相談しなければな らない

のではないかと考えます。明年度直ちに

これを実施してい くという考えはもって

おりません。 6市の l人当たり の保険税

額を示します と

本 年度 前年度 本年度 前年度
'rti名 比較 市-tt 比較

出陣税問 保障脱税 保険組制 保険税制

悩J与 8386 6553 1833 小棋 6533 5678 855 

教買 8128 7324 804 勝山 6848 5763 1085 

武生 6978 57別 Il88 鯖江l曲 15 7020 995 

消防職員による防火査察

当市は6740円で、前年度より 668円の増

加になってお ります。

間. 6市と比較をして安いのは理解でき

ます。しか し、本年度は現在までの積立

金2500万円余りを使ってしまいます。使

わなかったとした ら、本年度の保険税は

いくらに なり 、来年度は積立金がなく な

るためにい くらぐらいの保険税になるか。

答.積立金を使わなかった場合には、本

年度の税額は8738円となります。来年度

はあくま でも予想ですが、 l人当たりの

保険税は9300円-9400円ぐ らい、あるい

はも う少し高く なるかもわかりません。

学校などの防火に対す

る設備は完全なのか

問.昨年12月13日、富山市で小学校の火

災がありました。たまたま授業中の火災

事故てあ り、日頃避難訓練に万全を期し

ていたはずなのに、児童の中に多数の重

軽傷者をだした。訓練に万全を期しても

それだけでは防げないことを明らかに証

大野市の将来は

福祉都市?生産都市?

間.市長は、大野市の将来を農工一体の

生産都市にするのか、ベッドタウン的な

福祉都市にしようとしているのか。基本

方針がどこにあるのかということを伺い

fこL、。

答.私は、生産と福祉は相互に関連する

問題ですから、わけて考えるというこ と

はなかなかできないと思います。均衡の

とれた考え方で進むべきであります。そ

こで第 1に、生活環境を整え、教育文化

の振興を図 り、楽しいいこいの場ができ

る市。第 2に、豊かな働きやすい市。こ

の二つをつつみまして、奥越の中核的な

都市としての産業を四方八方にもうける

道路網の再編成をしていくというのが将

来への基本的な考えです。相互に関連を

し、助けあいながらバランスのとれた市

政を展開していきたいと考えております。

間.医療費の値上り、老人医療の無料化

などにより、 高くなってお りますのが保

険税であります。また、保険税の最高額

にいたしましでも、 8万円という限度が

あり、 L、かに所得ヵ、あり資産があ っても

これ以上の税額はあ りません。また、市

民の方は意味がわからずして高いといわ

れております。 子供と老人が多いのが

国民健康保険であります。市はこの国民

健康保険税についてどのように考えてい

るのヵ、

答.福祉という ものは、高負tJJーの上にた

って高福祉がなされるというのが、諸外

国の現状をみましでも事実であります。

国民健康保険税は

さらに高〈なる?
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繊維産業の発展を

どのように考える

問. 日本列島改造論よりわり だされた工

場再配置の線引きは、都市で追いだしを

くった工場を誘致することにより生活環

境が悪くなると いう ことを軽〈考えてい

ると思われる。現在当市には、繊維産業

が定着しているが、 この発展のため市政

の重点をふ りむけるべきだと思うが48年

度予算編成にあたって、どのような施策

をおり込むか伺いたい。

答.大野盆地の気候、風土に最も適した

産業として繊維は栄えて今日の基礎をつ

くってこられたのです。これをさらに発

展きせるための方法と して①地元の企業

に定着するよ うな労務対策②金融対策の

2点に市ができf号る限りの力をいれてき

ております。ただ弱少な地方自治体だけ

では解決が困難ですので、 県、固とと も

にいろいろな;対策をたてていきたいと考

えます。もう 1つは、他の産業を誘致す

るから繊維産業を軽視するというこ とは

絶体ありません。 人間には好き嫌いがあ

ります。各種のメ ニューが揃ってはじめ

て若い人達が定着を してく れるものと思

っています。これが完全で河ないために、

年に 300人から 400人の若い人達が県外

へ流出している現状であります。 だから

繊維産業の発展と ともに、新しい工場を

誘致し大野市の将来の産業構造の改変に

努力をしてまいりたい と考えています。

久野染工誘致による公害防止

協定はどうなっている

問.富団地区に久野染工を誘致するとい

う話しを聞いております。この工場は、

サラシを主体とする工場たーと聞いておリ

ますが、果してサラシだけで企業として

維持できるかとい うことに大きな疑問を

感じ ます。サラシだけをやるとし寸確信

をもった上で誘致をしているのか明確に

答弁を願いたし、。

答.この用地については、富田の基盤整

備と あわせまし て、 用地の確保をするよ

う努力をし、 メドがついております。こ

ういう ことで、用地の契約をする前に、

久野染工 と大野市の聞に公害防止協定を

結んでまいり たいと考えています。この

協定を結んで、廃出基準、大気汚染基準

などを守って もらえるかどう かが先決で

市議 会報大野

あります。そのために、久野染工から提

出されま した計画を詳細に検討し、た しま

した結果、県が考えている基準よりも下

回っており ます。 しか し、これは私共だ

けでは判定できませんので、県の公害課

に依頼して調査していただいている最中

であります。こういうものについては、

県の指導を受けまして、防止協定を結び

その上で土地の売買契約にはいっていき

たいと考えています。メ ドがつきました

ならば議会のみな ぎん方に もご相談をい

たしたい と考えております。

問.公害防止協定の中に、染色を絶対に

させないとい う事を明記させるのか伺い

Tこい。

答.染物をやる というこ とは一切開いて

おりません。染物工場だから将来ゃるの

ではないかと いう憶測であり ます。これ

については、 防止協定のなかで明石在にし

ていき たいと思います。やるとするなら

ば処理をどうするのかとい つことも今後

検討していきたいと考えています。

4才児は全員入国

富国幼稚園児たち

問.富田幼稚閑へ来年入園する対象者が

87名いるよ うであ ります。 定員は80名で

すが、87名全員入閑希望があった場合、

この処理をどうするのか。

答. この定員につきま しては、規則で80

名と定めてある わけです。いろいろな問

題がでできましたので、就学前 1年の方

が定員に足らなくなったことから、規Rリ

のなかで余裕がある場合には、就学前 2

第 12 号 (3)

年の方を入れてもかま わない という但し

書き がはいっているのであります。こう

いうことから 4オ児を入れるようになっ

たのであリます。そこで希望者が多く な

った場合にはどう するのかと いうことで、

すが私共としては規則どお り行なうよ り

方法がないと考えています。

福祉行政の遅れを

どう取りもどすのか

間.田中総理は、列島改造計画の推進の

なかで、広域的な行政で福祉向上をやる

と申されており ます。私はこれに対して、

あまり 期待はでき ない と思います。市長

は大野市自体に真に適した構想、で市政を

進めて、福祉向上の遅れを取り もどして

いただきたいと思いますが、新年度計画

について伺いたい。

答.大野市の所得は全体的にみて低いわ

けであ り、さらに生産に重点を置き まし

て産業構造の改警に力を入れていかなけ

ればなりません。当面の対策としては、

老人医療の無料化、 あるいは重度心身障

害者の医療費、 ゼロオ児医療費を無料化

にしてい くよう努力すべきであると考え

ております。福祉の基本をなすものは、

~~ ~、 も の、気の毒な方を助け合っていこ

うというのが基本であります。 大野市の

力に見合った福祉対策と いうものを、前

進的に進めて まいりたいと考えています。

新年度の予算編成は、こ うしたものを中

心にしま して福祉の向上をはかつていく

予定であります。

女子短期大学の設立は

不可能なニとか

間.大野 ・勝山 ・和泉を含めた広域行政

闘で女子短期大学の設立をお願いしたい

子をもっ親の負担と、下宿をさせる心配

と、過疎防止の一因とも なるので少々の

財源をつぎこんでも設立すべきだと思う

が、この考え方を伺いたい。

答. ご指摘はごもっともです。しかし福

井県全体の場所とい うこととも関連をす

るし、相当な資金が必要ですので困難で

あると考えます。けれども、大野市の恵

まれた自然環境という面からみれば、最

適の場所であ りますので、機会があれば

大学の誘致ということについては、努力

をしてまいりたいと考えております。
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問.明るい町づくりの一環として、直ち

に実現していただきたい問題があります

救急患者に対する日曜受診についてであ

ります。以前の定例議会でこの問題をと

り上げ、市当局に要望したのであります

が、この際市は一日も早〈医師会と交渉

をして調整をし、市民が困らないように

したいと答弁されました。しかし、いま

だに市民からの苦情が多く、一体どうな

っているかはっきりしません。この点に

ついて市はこれまでにどう対処したのか

伺います。

答.市民の方々の不安が、日増しに高ま

ゥてきていることは私共もじゅうぶん承

知1いたしております。こういうなかで軍L

共は、市民の方と医師の方との橋渡し的

な役割と取り組んでいるのであります。

1つの例を申しますと、一番市民の方の

要求の多いのは、眼科医、続いて小児科

医です。私共は、市民の方が現在悩んで

いるそのままの声をお伝えし、日曜診療

をお願L、しております。しかし医師会の

方からも要望がくるのであります。仔IJえ

ば、鉄の破片が目にささり治療します。

ニの時は、保険証もお金ももっておられ

ない。この破片をとってしまうと、翌日

は直ってしまうそうであります。こうし

ますと、次の日は保険証もお金も持って

きてくれないといいます。これが10人の

うち 8人までいるようであります。こう

いうことも住民の方に徹底をしてほしい

ということであります。また、市民の生

の声を聞いていただくために、医師会の

代表者の方と話し合う場を設けておりま

す。このなかで、住民からの要望は、夜

間子供が熱を出して一番困るといつこと

などを直接医師の方に聞いてもらってお

ります。医師の方々からは、なぜ日曜休

診をしなければならないかという問題は、

労働条件に伴う看護婦不足だということ

です。住民の方から、日曜当番医制をす

るかということに対しては、心構えはも

っているということです。その方法とし

ては、医師会館の中で、市内の医師の方

が順番制で診療をする。そのために市は

①医療器具を全部補てんする。②市の責

任において看護婦を確保すること。の 2

点があります。これについて市の考え方

は、イ入院をすべき患者がこられた場合

この患者をまた病院へ送らなければなり

ません。これは患者の立場からみた場合

どうか。ロ医師の立場としては、自宅と

医師会館とで待機していただくのでは、

市議会報大野

肉体的、精神的に負担が生ずるとの疑問

があります。今後、この対策については

あくまでも 1つの例であり、市民の方も

要望していることでありますが、六開通

りを上と下とに区切りまして、代休制度

をとりたいということであります。今度

の休日には上の医師の方々で診療してい

ただくと、次の休日には下の医師の方々

に診療していただくということでありま

す。こうしますと、医院、病院の数が大

体半々になります。このような方法を医

師会でお考えできないものか、今後これ

な ぜ.イノ

日曜受診対策が進展しないのか

し;かし、救急業務対策は.じている

この日曜受診対策については、各議

員が定例会ごとの一般質問において

とり上げております。しかしながら

いまだにこの問題の解決がみられな

いまま今日に至っております。この

ようなことから、 12月定例会におい

て議員の方々が市の理事者に追求し

たことを、詳しくお伝えいたします。

からの話し合いの頂点にもっていきたい

と思うています。しかし、この対策では

現在医師会が悩んでおられる看護婦さん

の問題がありますので、抜本的解決策に

はなりません。ただ、救急業務について
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は、現在サービス的に行なっていただい

ております。

間.今の課長の説明ですと、具体的には

何も進展をみておりません。こういうこ

とで解決がつかないのだということを市

報等で懇切ていねいに示されて、理解あ

る処置を講じないと、市民の方は市に対

して全然考えてくれないのだと批判をす

る結果になると思う。だから、市は誠意

をもって交渉したけれど、医師会が応じ

てくれない何かがあるのか、ということ

をはっきりお示し願いたい。

答.ただ今も申しましたとおり、医師会

と市が考えている日曜受診対策の診療体

制に相違が生じているのが大きな問題で

あります。また、医師会が希望しておら

れる医師会館で応診する方法は、全国に

は東京の中野区役所で実行している例は

あります。しかし、市民はこういうこと

を要望してはおらないわけであります。

と同時に、行政がこうした方面にのりだ

すことになると、市は看護婦の手当、医

師会に対する報酬を考えよということが

でできます。こうしますと、行政の側と

してこういう経費を出すのが妥当である

かということが生じてきます。何と申し

ましでも、市民の健康と安全を守ってい

く直接の技術的な責務をもっていただく

のは、 32名のお医者きんでもあります。こ

ういうお医者さんが、やはり医師のモラ

ルめ問題として、この問題を解決してい

ただくことを切望しているのであります

今後一層努力して、市民のかたがたが要

望している体制を確立していきたいと考

えています。

問.この件については、 1年以上たって

もまだ検討するということであります。

同じことを繰り返されると、市民は非常

に迷惑をいたします。市民の問では、市

民病院をつくれといわれます。財政上不

可能と考えるが、それならば新年度がは

じまるまでに、具体的な医療体制を決め

るかということを伺います。

答.この問題は、やはり財政再建と同じ

ように忍従をもって努力をいたしたいと

考えておりますが、近くこうした問題も

結論を出さなければならないと予測をし

ております。
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-総務委員会

市が結ぽうとしている公害防止協定に万

全を期せ

付託された議案3件、請願 l件は可決・

採択し、た しました。

審議過程てoの問題点については

①職員の服務についてであるが、職員の

中にはネームプレー トを着用していない

者が多数おります。これを着用すること

によ って、職員の自覚を{足し誇り をもっ

て市民サービスにつとめるようになると

考えられるので、稿用を怠らないようす

べきである。

②久野染工の誘致に関してであるが、以

前より 大東染工の公害問題があります。

これまでの苦い経験を生かして、市が結

ほっとしている公害防止↑必定に万全を期

すべきである。

③消防職員の定数についてであるが、大

町'市振興計画案のなかには消防職員数が

現行員数より 2名増加しているだけであ

ります。これは他市と比較しで も、また

現実の問題と しても、この増員計画に賛

意を表するわけにはまいりません。これ

では消防行政を行なってL、〈上に大きな

支障をきたすことは必定であるので、少

なくとも他市並みに増加するのが当然で

ある。以上 3点について要請しました 0

・産業経済委員会

転換作物には特殊な指導機関が必要

議案 3f牛は原案どおり可決 ・請願 3件、

陳情 1件は採択としました。審議過程で

問題となったことを申します。現在農業

は、生産調整により減反のやむなきに至

っているが、 これの転換作物による特産

振興、酒米の増産、特殊林産物の生産加
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工等これからの生産拡充、販路の開拓、

技術の開発を推進するためには、やはり

特殊の指導機関が必要と考えられる。よ

って関係機関に働きかけ、実現するよ う

要望した。

・教育民生委員会

5蟻案は腹案どおり可決

付託された議案第71号、昭和47年度大野

市特別会計悶民健康保険事業予算など 5

議案は理事者の説明を了として原案を可

決し、請願45号、私立保育園の改善に関

することについては採択いたしました0

・建設委員会

駅東第 2への事業費の助成は継続審査

議案 2件、請願 ・陳情H牛はそれぞれ可

決、採択といたしました。陳情38号、駅

東第 2土地区画整理組合からの土地区画

整理事業の事業費の助成については、現

在市において事務ならびに技術面で援助

を行なっている状態であります。財政的

にも最大限の援助をなすべきであるが、

主旨の徹底を欠く聞もみられ、経過進捗

等を検討する必要があると考えられるの

で継続審査としました。

1月臨時市議会 守りの政治から攻めの政治ヘ
大
野
市
基
本
構
想
は

継
続
審
査
に

第 136回大野市議会臨時会は、l月16日に開会され、会期を 1日限りと定め議案4件を審議いたしました。この結果、

議案第 1号、昭和47年度歳入 ・歳出決算認定については、決算審査特別委員会を設置、委員を別掲のとお り選任しこの委

員会に付託をして、継続審査といたしまし た。 3月定例会までにこの議案を審査して、委員長よ り報告があります。議案

第3号、字区域の変更、第 4号、国民健康保険条例の一部改正の 2件は、原案どおり可決しま した。議案第 2号、大野市

開町めること…ては慎一議L山山ないことカら継続距 しました本会議での議案第 2号l
についての経過は次のとおりです。

大野市基本計画を定めることについては

全員協議会から本会議場へ論議の場を移

し、質疑応答がかわされました。そのな

かで、 「昭和60年には当市の人口が 435

00人になるという人口の推移ちある。こ

の人口と市民所得、産業の振興なとはち長

い関連がある。市民所得が低いというこ

とは産業構造に起因しているということ

ですが、過疎開題と関連してどうすれば

市民所得があがり産業構造が変革をし、

生産性があがるのか具体的な構想を示せ

具体的に書いであるところと 、抽象的な

方法で書いであるところがたくさんあり

はしないか」ということの質疑で市長は

「むづかしい問題だが①市民生活の基盤

が確保され住みよい環境づくり②働く場

所が篠保され収入が得られる③教育、福

祉の充実がなされ老後の安定。これがで

きなければ過疎対策が満たされない。 し

たがって基本構想全体が当市にとっては

唯一の過疎対策であると考える。市民所

得を高めるためには、第1次産業から第

2次、第 3次産業へ移る施策を講ずる必

要がある。そのためには、第 1次産業が

容易に営めるよう省力化をし、労働力を

うかして第 2次、第3次産業へ逐次移し

てl、〈。だがら昭和60年には、市民所得

が全国平均に到達するような努力目標で

進めたい」また、 「基本構想は人が変っ

ても変わるべきでないというZ重要なもの

だ。今までは守りの政治を行なってきた

が、財政再建も解除さ1しることから、攻

めの政治がこの基本構想にはっき りうか

んでこなければならない。これでは市民

の生活安定、税外負担の軽減、豊かな生

活をめざすという攻めの政治を期待する

ことができな¥')J このことに関しては 「

完全なものではないかもわからぬが、基

本t構想、にうたわれていることを、基本計

画の段階で積極的に実施してまいりたい

」など多くの質疑が行なわれま した。 時

間が経過しでも結論がでず、本会議を休

恕して今後の議会運営を協議し、再開の

のち慎重に審議しなけれは、ならない問題

であることから、継続審査と して閉会中

に審議し、3月定例会に報告して議決す

ることと しました。
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第 133回9月定例会において採択した

請願・陳情の処理経過と結果報告は次の

とおりです。

-林道の改良と開設について

阪谷村づくり協議会会長 米村太四郎

49年度から計画的に実施の予定です。

・特殊林産加工組合の財政援助について

大野特殊林産加工組合長 平間源治

12月補正予算に計上

・市道の編入について

庄林地区区長竹根主計外4名

市道再編時に検討する

-市道の舗装について

城町 2区長 藤波正雄外 l名

道路幅員が狭いため、拡幅改良後舗装

実施予定

-市道の編入について

中野町 1丁目区長 四方軍平外4名

市道再編時に検討する

・市道の舗装について

春日 3丁目中区長渡辺明外51名

48年度施行予定

-市道の舗装について

9月定例会で継続審査となった請願 l件

12月議会に新しく提出された請願 ・陳情

10件は、各委員会で審査きれ、委員長か

ら本会議に報告して、次のように決定し

ました。

採採択したもの

・県道南六回師線のバイパス新設につい

て

駅東第 2土地区画整理組合斉藤二郎

.大清水の湧水の保全について

泉町 l区区長 中出繁三郎

.市道の改良と舗装について

不動堂区長 萱岡一郎外5名

.商工会機所に対する市費助成の増額に

ついて

福井県商工会議所連合会長 藤原長司

.青色申告会への助成について

大野青色申告会会長 四方土也

-大野建役割民協同組合事務所の建設費の

助成について

大野建設業協同組合理事長 山本武

市議会報大野

春日 3丁目下区長北沢常三外45名

48年度施行予定.

-出演費用の助成について

奥越太鼓保存会長 池田武男

6月補正、 9月補正予算にて計上済み

・プールの建設について

富団地区区長会長 下沢次松外12名

建設計画に従い建設する予定である。

・窟園地区体育館ならびに富田小学校体

操場の建設について

富団地区区長会長 下沢次松外19名

富田小学校体育館との共用として計画的

に建設する。

・清j亀線の着工について

束中区長新谷±庁、外7区長

土地区画整理事業と並行して実施したい

.南部第 2土地区画整理事業について

春日 3丁目上区長 山崎次郎外67名

区画整理事業基本計画により、地係関係

者の同意を得て計画したL、。

・ゴミ焼却場の建設について

新河原区長 松田啓二外4区長

大野・勝山行政事務組合で検討中です

決算審査特別委員会

。委員長 O副委員長

。 山本忠次郎 O 杉本夏男

羽生長 米 村 喜 六

奥村忠光 推井清男

日百平日48 2. 1 

-側溝のふたの纏行について

泉町1区区長 中出繁三郎外1区長

請願箇所のうち約半分については来年度

実施予定、残量については住民の関係上

実施困難。

.o市排水について

南新在家区長梅崎俊雄外3名

公共下水基本計画に基づき都市排水事業

を促進するが、河川の改修については抜

本的な改修計画の策定を進めて実施に移

したい。

-用水路の復旧について

木本土地改良理事長 尾崎弥右エ門

事業完了済み

「イトヨ」生息地の保護対策について

中荒井 2丁目区長 酒井隆外 2名

北部区画整理区内にあるので審議会にお

いて地係関係者の同意を得て善処方を検

討している。

-国鉄パスの運行について

友兼区長橋本祝男外3区長

既設道路の一部に大野交通ノ〈スが運行さ

れている関係上、国鉄では巡回路線運行

を現在検討中

-市道の舗装について

春日野区長 松尾松栄外 1名

48年度実施予定

-私立保育所の改善について

いとよ保育園園長 山崎善一郎外3名

・京福電鉄越前線(大野~勝山間)の存

続について

下庄地区区長会長 四方軍平外 249名

.市道の舗装と融雪工事に対する助成に

ついて

城町 1区区長井桝憲次郎

.基幹農道の幅員について

大野下庄東部土地改良区理事長

松田太郎外12名

継続審査となったもの

・駅東第2土地区画聾理事業費へ業費へ

の助成について

駅東第 2土地区画整理組合斉藤二郎

松田操氏を

人権擁護委員候補者に推薦

現委員松田操氏の任期が昭和47年

11月30日に満了となったので、再推

薦したいとの議案が提出され、議会

は満場一致でこれに同意しました。


